
サ
イ
ハ
イ
ラ
ン

(

采
配
蘭)

ラ
ン
科

山
地
の
木
陰
に
生
え
る
多
年
草
。
戦
場
で
振
る

う
指
揮
具
で
あ
る
「
采
配
」
に
見
立
て
た
の
が
名

前
の
由
来
と
さ
れ
る
。

園
内
で
の
花
期
は
5
月
中
旬
～
下
旬
頃
。

一
株
に
つ
き
通
常
1
枚
、
楕

円
型
の
葉
が
つ
く
。

葉
は
秋
に
出
て
冬
を
越
し
、

花
が
終
わ
る
翌
年
の
夏
ま
で

枯
れ
ず
に
残
る
。

がく片

花弁

ずい柱

唇弁

葯
ラ
ン
科
の
花
は
雄
し
べ
と
雌
し
べ
が
合
着

し
た「
ず
い
柱
」
と
呼
ば
れ
る
器
官
を
も
つ
。

ず
い
柱
の
先
端
の
黄
色
い
部
分
が
花
粉

の
詰
ま
っ
た「
葯
」
。

蕾と葉(4月下旬撮影)
枯れかけた葉
(5月中旬撮影)


